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「村山地域の産科医療を考える会」  

目時 平成ZO年3月27日（木）14：30～  

場所 山形大学医学部 管理棟 2階第一会議室  

次  第  

1 開  

2 協  議  

（1）県立河北病院における産科医療の現状について  

（2）北・西村山地域における産科医療の確保について  

（3） その他  

3 閉   

・ヽ  



「村山地域の産科医療を考える会」出席者名簿  

所  属   役  職   氏  名   摘  要   

山形大学医学部   医学部長   嘉山 孝正  

山形大学医学部附属病院   病院長   山下 英俊  

山形大学医学部女性医学分野   教 授   倉智 博久  

済生会山癖済生病院   副院長   金杉  浩  

山形県立中央病院   院 長   小田 隆晴  

山形市立病院済生館   館 長   平川 秀紀  

東北中央病院   
病院長   田中 靖久  

産婦人科部長   金子 尚仁  

天童市立天童病院   院 長   松本  修  

北村山公立病院   
院 長   木内 博之  

副院長   大塚  茂  

山形県立河北病院   
院 長   片桐  忠  

事務局長   三宮撃 俊昭  

部 長   小宮 雄一  

山形県健康福祉部   次 長   阿彦 忠之  

I 

山形県病院事業局   病院事業管理者   野村 一芳  

山形県健康福祉部健康福祉企画課  課  長   
仁科 義英  

課長補佐   橋本  仁  
児童家庭課                     子育て支援主幹  奥山 隆一  

山形県病院事業局県立病院課   課  長   松田 一彦  

課長補佐   船田 孝夫  

企画主査   倉金  誠  



平成之0年3月2了日  

県立河北病院   

山形県立河北病院の産婦人科の現状と地域における役割  

1地域別妊産婦数  

河北病院の平成18年度の分娩件数は、地域住民や  

里帰り分娩などにより合計300件となっています。   

住所別の妊産婦数では、北村山地域が46．7％、  

西村山地域が2◆9．7％などとなっています。  

‘1  

2 西・北村山地域の分娩施設と河北病院の役割について  

西・北村山地域の分娩施設は、当院を含めた5施設で、当院以外の施設では産科の   

医師は1名のみであるため、この他域の分娩に果たす当院の役割は大きいと言えます。  

西川産婦人科   国井クリニック  菅クリニッタ   卜娩施設名   河北病院   北村山公立病院  
小児科医院  

0年l月の  

こ師戦   H   3名   1名  1名  1名   1名   

3 河北病院産婦人科の医師数  

年 度  14年度  15年虔  16年度  17年富  18年度   
人  数   5人   5人   5人   4人   3人   

4 分娩件数  
く単位：件）  

年 度   14年度 い5年度   16年度  †7年康   18年度   

分娩件数   383【3、64   373   318   300   

5 産婦人科の患者数  
（皇位：人）  

年 度   14年度   15年度  16年度  17年度   18年度   

入院廷患者数   12．819   13．別7   12．115   10－269   8．24ラ   

外来廷患者数   29，813   30，392   27．331   25．521   23．967   

・1・  
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6 不妊治療実績  
（単位：件〉  

年 度   14年度   15年度  16年度  17年度   18年度   

体外受精   41   47   48   50   47   

顕微鏡垂精   6   9   11   14   12   

7 産婦人科の手術件数  
（単位：件）  

年 度   14年度  15年度  16年度  17年度   18年鹿   

手術件数   486 460   383   32弓   乏71   

・2・  
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河北病院の平成18年度市町村別妊婦敬および分娩件数等  

く単位：件）   

河北病院の月別分娩件数  

（単位：件）  

市 町 村  妊婦（分娩  Aの内深夜  Aの内休日  Aの内帝王   備考  

市   10   山   形  4   3  ‾1  
天 童 市  14  3   3    ■ィ  
山 辺 町  

寒 河 江 市   32   ■  10  3  4   
町  47  河 元   T2  

翠  川  町  2  

日  5  朝      町      口  2  
大  5工  町   3  3   

44   5  村  山  市    皿  

東  痕  57  70   
7  

尾括沢市  30  6  7  8  

大石田町  9   5  2  

2  E  
B 口  

口     最  上  町  

箪‥＿ 田  市    口         ‾‾  
米 涙  帯   

口        両  脇  市  口  

飯  豊  町  ロ  

外   県  ．事38   9   4   ＊38件には双子1伴食む                12   

計   了0  

380  82  46          う自力東  ■乏3二j料  308件に占める割合   

18年度  19年度   

4男   26   之7   

5月   1≠   ．   

6月   ‾ 

7月  蔓1   
28   24   

9貝   面   
8月  

25   

10月   22   9   
＿   

11月   田   

12月   8   1ざ   

1月   茎旦   26   
｛  

2月   20   17   

3月   30  

合計   300   （229）   

Ul  

（J  

＊北村山公立病院の18年度の分  
娩件数は73件   

平成18年度の河北病院からの救急搬送件数  
（単位：件）  

母体   新生児   計 

県立中央病院   0   0   0   

山大附属病院   0  2  



平成17年（上段：黒）、18年（中段：青）、19年（下段：赤）  

産婦人科  
分娩件数  総手術件数  

医師数   
備考   

33  

北村山公立  72  31  

78  26  

H．20／1′〉2   14  3   

345  345  

河北  309  232  

259  187  
3   4月よリ1名滅   

H．20／1′〉2  43  35   

39  20  

45  28  

43  天童 H．20／1～2  7  5   

［北村山地区］  

分娩件数  総手術件数   産婦人科  
医師数   

備考   

22フ  130  

新庄  282  139  
4月よリ1名減  

482  151   
2   大学よリ1名派遣   

［最上地区］  

966  502  
山形済生  891  437  6   

うち1名非常勤  

872  375  
来年は1名減   

507  2了1  

県中  522  268  4   10月よリ1名減   

537  314  
361  †82  

済生餌  389  201  3   10月よリ1名減   

387  207  
141  69  

真北中央  72  2  

86  

［村山地区］  

［庄内地区］  

475  147  

置賜  553  175  4   うち1名非常勤   

502  199  

561  305  

米沢  636  303  3  

553  286  

58  20  

小国  62  16  

50  14   

［置賜地区］  

で ’「柑㌘－   



第2匝け村山地域の産科医療を考える会j  

日時 平成20年4月4日（金）17：00～  

場所 山形大学医学部 管理棟2階第一会議室  

次  第  

1 開  

2 協  議  

（1）北・西村山地域における産科医療の確保について  

（2） その他  

3 閉  

了   



第2回「村山地域の産科医療を考える会」出席者名簿  

所 属  役  職   氏  名   摘  要   

山形大学医学部   医学部長   嘉山 孝正  

山形大学医学部附属病院   病院長   山下 英俊  

山形大学医学部女性医学分野   教 授   倉智 博久  

済生会山形済生病院   副院長   金杉  浩  

山形県立中央病院   院 長   ノ」、田 隆晴  

天童市民病院   院 長   松本  修  

北村山公立病院   （欠 席）  

山形県立河北病院   院 長   片桐  忠  

山形県病院事業局   病院事業管理者   野村 →芳  

○ 日時 4月4日（金）17：00～  

○場所 山形大学医学部管理棟2階第一会議室  

爛   



山形県の地区別の出生数と分娩施設  
出生数は，平成17年保健福祉統計年報（平成19年3月発行）による．  

山形県の出生総数は9．357 です．  

③最上地区   
出生数658  

■二次医療機関  

1）県立新庄病院 282（産科医2；小児科  

医2）  

止一次医療機関 2施設  

①村山地区   
出生数4，692  

駈三次医療機関  

り山形大学医学部附属病院134（産科医16こ小児科  
医18）  

2）県立中央病院 522（産科医4；小児科医8）  

④庄内地区   
出生数2，224  

土二次医療機関  

1）県立日本海病院 407（産科医4；小児科  

医4）  

2）鶴岡市立荘内病院 222（産科医3：小児  

科医7）  （p  

■一次医療機関 9施設  

②置賜地区   
出生数1，783  
Jニ次医療機関  

1）米沢市立病院 636（産科医3；小児科医  
4）  

2）公立置賜総合病院 553（産科医4；小児  
科医3）  

■m次医療機関 5施設  

3）済生会山形済生病院 891（産科医6；小児科医4）  

甘二次医療機関  

4）山形市立病院済生館 389（産科医3；小児科医5）   

5）東北中央病院117（産和医2；小児科医0）  

6〕県立河北病院 309（産科医3：小児科医3）  

廣一次医療機関12施設   
7）天蓋市立病院 45（産科医1川、児科医1）   

8）北村山公立病院 72（産科医l；小児科医1）   
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この3回の議論で、県中の周産母子センター設置には無理があり、   

当面 山形大、済生病院、県立中央の3施設で、それぞれの分野※で  

周産期3次医療を担っていこうという結論であった。  

※ 例えば、山形大学ではNICU（NICU＝新生児ICU）は無いが、母胎合併  

症あるいは重症な母胎の状況に対応する。済生病院には現在NICUは最も多い   

ところが、その後県の方では全く山形県周産期・小児医療懇談会   

での議論のないまま厚生労働省からの強い求めがあったので、県の   

周産母子センターを県立中央病院に設置するという方向性を打ち出   

し、設備を増設している。 しかしこの場合最大のネックは産科医師   

数が全く不足するという点である。   




